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１．現行（第５次）ＮＡＣＣＳにおけるパッケージソフトの現状 

処理方式 利用ネットワーク 利用プロトコル 特徴 

インタラクティブ処理方式 ＮＡＣＣＳネットワーク 
（閉域網） 

ＨＴＴＰ 処理要求電文を1電文送信するごとに、処
理結果電文を受信する方式。原則として常
時接続タイプの回線が必要となる。 

メール処理方式※ ＮＡＣＣＳネットワーク 
（閉域網） 

ＳＭＴＰ／ＰＯＰ３ 複数の処理要求電文を一括して送信し、一
定時間後、複数の処理結果電文を一括して
受信する方式。一括送信／一括受信を行う
ことから、必ずしも常時接続タイプの回線
を必要としない。 

ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式 インターネット ＨＴＴＰＳ インタラクティブ処理方式と同様の特徴を
持ち、インターネットを介した接続を可能
とする方式。また、インターネット上にお
いても安全な通信を行うため、クライアン
トデジタル証明書を使用するとともに、通
信の暗号化を行っている。 

現行（第５次）ＮＡＣＣＳにおいては、以下の３種類の処理方式のパッケージソフトを利用者に提供している。 

※ ＮＡＣＣＳと直接接続する方法の他、利用者のゲートウェイサーバ配下にメール処理方式のパッケージ 
 ソフトをインストールしたＰＣを設置し、ゲートウェイサーバを介してＮＡＣＣＳと接続する方法もある。 
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２．パッケージソフト（メール処理方式）の原則提供終了について 

n 以下の２つの理由により、次期（第６次）ＮＡＣＣＳにおいては、ゲートウェイ配下利用の場合を
除き、パッケージソフト（メール処理方式）の提供を原則終了する。 

n パッケージソフト（メール処理方式）利用者はｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式への切替をお願いしたい。 

１．パッケージソフト（メール処理方式）の主要な役割は終了している 

•  常時接続タイプの回線を必要としないため、比較的少ない処理件数であれば、通信料金を低く抑え
られることがメリットであり、常時接続タイプの回線コストが高額であった時代には本処理方式の 
メリットは大きかった。一方、一括送信後、一定時間（現行（第５次）ＮＡＣＣＳでは３分）が 
経過した後でないと一括受信ができないため、即時性に欠けるというデメリットがある。  

•  現在では低廉で高速なインターネット回線が利用可能（後述）であるため、パッケージソフトの 
一方式としてのメール処理方式の存在意義が薄れてきており、パッケージソフトのメール処理方式 
の役割は終えたと考えられる。 
 
２．パッケージソフトの処理方式の集約により将来的にシステムのスリム化を図りたい 

•  現在パッケージソフトを利用した接続形態として3種類の方式を提供しており、それぞれの提供の 
ために開発コストや事務処理コストを必要としている。 

•  パッケージソフトの処理方式を集約していくことにより、センターとしてシステムのスリム化 
（将来的にはコストの削減）を図っていきたい。 
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３．パッケージソフトのメール処理方式とｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式のコスト比較 
パッケージソフトのメール処理方式とｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式の現行ネットワークにおける通信コストを 
モデルケースを使用して比較した場合、以下のとおり、ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式の方が低コストとなる。 

項目 メール処理方式 ＋ 
ＮＡＣＣＳネットワーク ダイアルアップ回線 

ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式 ＋ 
インターネット回線※1 

回線速度 上り、下りとも64kbps 上り：最大１Mbps（ベストエフォート） 
下り：最大12Mbps（ベストエフォート） 

初期費用 ＩＳＤＮ回線設置初期費※２ 2,800円 
（契約料、工事費込） 

ＡＤＳＬ初期工事費等 
（工事費、契約料込） 

3,000円 

ＮＡＣＣＳネットワーク 
加入料 

56,000円 クライアントデジタル証
明書 

0円 

初期費用合計 58,800円 3,000円 
月額費用 ＮＡＣＣＳルータ使用料 3,700円 

（海上の場合） 
ＡＤＳＬモデム料 0円 

ＩＳＤＮ基本料※２ 2,650円 ＡＤＳＬ使用料 
（プロバイダ料金含む） 

3,247円 
ＩＳＤＮ通信料※３ 1,800円 
ＮＡＣＣＳダイアルアップ 
従量料金 

無制限：1,500円 

月額費用合計 9,650円 3,247円 

【比較の前提】 
※１：インターネット回線はＯＣＮの「ＯＣＮ ＡＤＳＬセット 12Mスマート タイプ２」を想定。電話回線が必要ないタイプ。 
※２：ＩＳＤＮ回線としてＮＴＴ東日本 ＩＮＳネット64・ライトを想定。 
※３：市外通話30円／分（20km～60km）にて、１日30分、月20日間のＮＡＣＣＳ利用を想定。 
※４：上記の比較にはＮＡＣＣＳ自体の利用料金は含まれていない。 
 

（円、税抜き※４） 

出所：平成26年12月２日現在のＯＣＮホームページ、ＮＴＴ東日本ホームページの情報をもとにしてＮＡＣＣＳセンターにて作成。 
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４．パッケージソフト（メール処理方式）利用者のｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式への切替について 

1. パッケージソフト（メール処理方式）の役割は終了していると考えられるため、ゲートウェイ配下 
での利用を除き、原則として提供を終了する。 
2. パッケージソフト（メール処理方式）利用者はｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式への切り替えをお願いし 
たい。利用者においてインターネット回線の設置に係る手間が発生するものの、それを上回るコスト
メリットはあると考える。 
3. ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式に切り替えることにより、インターネットを使用することになるが、 
ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式ではクライアントデジタル証明書の導入や通信の暗号化といった適切な 
セキュリティ対策が施されており、セキュリティが低下することはない。 
4. ゲートウェイ配下でパッケージソフト（メール処理利用方式）を利用している利用者に対しては、 
従来通り提供を継続する。 

現行 次期 

ＮＡＣＣＳ 
ネットワーク 

パッケージソフト 
（メール処理方式） 

ＮＡＣＣＳ 閉域網 

ダイアルアップ回線 
（ＩＳＤＮ回線を利用） 

インター
ネット 

パッケージソフト 
（ｎｅｔＮＡＣＣＳ処理方式） 

ＮＡＣＣＳ 

インターネット回線 
（通信内容は暗号化されており盗聴・改ざんは極めて困難） 

クライアントデジタル証明書。 
これにより正規のＮＡＣＣＳ利用
者端末を特定し、正規以外の端末
からのアクセスをブロックする。 
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５．パッケージソフト（メール処理方式）の提供を終了する際の課題 

パッケージソフト（メール処理方式）の提供終了の際に検討を要する課題について、それぞれ以下の対応を図る。 
課題 対応方法 

「通関士証票番号登録（ＵＴＢ）」業務が自社システ
ムに入っておらず、メール処理方式の端末で行ってい
る。パッケージソフト（メール処理方式）提供終了後、
通関士証票番号の変更等をどのように行えばよいか。
（委員意見） 

現行のＵＴＢ業務では通関士本人の利用者ＩＤ（8桁）とその利用者Ｉ
Ｄが対応する処理方式によってしか、通関士証票番号の登録、修正、
削除が行えない。このため、第６次ＮＡＣＣＳにおけるＵＴＢ業務で
は、本人以外の通関士の利用者ＩＤ及び処理方式からでもＵＴＢ業務
を実施できるように改善する。 

メール処理方式からｎｅｔＮＡＣＣＳへの切替えにつ
いて、弊社の場合ｎｅｔＮＡＣＣＳは全て社内ＬＡＮ
経由の接続の為、社内ＬＡＮに不具合が発生した場合
ｎｅｔＮＡＣＣＳの使用ができない。（委員意見） 
 

・社内ＬＡＮの障害に対応するためには、社内ＬＡＮを経由しない形
でＮＡＣＣＳネットワークの専用線もしくはブロードバンド回線を導
入いただき、ＮＡＣＣＳパッケージソフト（インタラクティブ処理方
式）を組み合わせて利用いただく。 
・ゲートウェイ処理方式やＳＭＴＰ双方向処理方式をご利用の利用者
様においては、既に専用線が利用可能であるため、ＮＡＣＣＳパッ
ケージソフト（インタラクティブ処理方式）を導入いただく。 
※なお、ダイヤルアップ回線とパッケージソフト（メール処理方式）
の組み合わせは、ダイヤルアップ回線に使用しているＩＳＤＮ回線が
２０２０年より順次廃止される予定であるため、採用困難。 

現行のメール処理方式で受信している電文についてｎ
ｅｔＮＡＣＣＳ経由の場合、受信が端末固定になると
都度、出力要請が必要となるのではないか？また、他
の端末から出力要請をする場合、現行の方法だと、論
理端末名及び端末アクセスキーを都度設定が必要とな
る事から負荷が大きい。また、社内ＬＡＮが使用でき
ない場合、電文の出力ができない。（委員意見） 
 

以下の設定を行うことにより、ＮＡＣＣＳパッケージソフト（メール
処理方式）と同様の処理をｎｅｔＮＡＣＣＳにおいても可能となり、
左記に記載された課題の解決が可能となる。 
①宛先管理設定において、取得したい出力情報（帳票電文）をｎｅｔ
ＮＡＣＣＳを利用する論理端末名宛に出力するよう設定しておく。 
②ｎｅｔＮＡＣＣＳの自動タイマによる帳票取出機能により定期的に
自動で帳票電文を取り出すように設定する。 
③②の設定により、定期的に自動で帳票電文がｎｅｔＮＡＣＣＳ端末
に出力される。これにより、メール処理方式の動きと同様となるため、
当該電文の受信を契機に業務を実施することが可能となる。 
なお、他の端末から帳票電文を取り出す場合は、論理端末名及び端末
アクセスキーによる取出しを行う。他の端末からの取出しが長期に及
ぶ場合はU業務を使用して、出力先の論理端末名を変更する。 

メール処理方式の電文受信を契機に業務が動く場合が
ある為、都度出力要請では対応できない。（委員意見） 
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